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多摩川 水辺のある幸せ

8.17  ライフジャケットを着て
川流れを楽しむ子ども達

　

野
草
を
観
察
し
な
が
ら
の
散

歩
も
楽
し
み
の
一
つ
。
夏
に
見

ら
れ
る
の
は
カ
ワ
ラ
サ
イ
コ
と

い
う
多
摩
川
な
ど
砂
礫
地
に
咲

く
花
だ
が
、
東
京
都
で
は
絶
滅

危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

調
布
の
流
域
で
も
最
近
は
み
か

け
る
こ
と
が
減
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

　

調
布
市
の
南
端
を
流
れ
る
一

級
河
川
の
多
摩
川
。
国
分
寺
崖

線
と
呼
ば
れ
る
緑
豊
か
な
崖
も

大
昔
に
多
摩
川
が
作
っ
た
も

の
。
多
摩
川
が
南
に
移
動
し
た

後
の
崖
か
ら
流
れ
出
る
湧
水
は

野
川
に
流
れ
込
み
、
こ
れ
も
ま

た
豊
か
な
自
然
を
形
作
っ
て
い

る
。

　

そ
ん
な
大
事
な
多
摩
川
だ
が

昭
和
中
頃
ま
で
さ
か
ん
に
河
原

　

数
年
前
か
ら
調
布
市
で
も
市

民
や
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
力
を
合

わ
せ
「
水
辺
の
楽
校
」
を
開
催
、

上
の
写
真
の
よ
う
に
子
供
達
に

身
近
な
自
然
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
活
動
も
盛
ん
だ
。

の
砂
利
採
掘
が
お
こ
な
わ
れ
、

都
市
化
の
波
と
共
に
汚
染
が
進

ん
だ
。
年
配
の
方
に
お
聞
き
す

る
と
一
時
は
水
が
汚
く
て
泳
ぐ

よ
う
な
場
所
で
は
無
か
っ
た
、

と
の
こ
と
。

　

だ
が
今
で
は
年
々
ア
ユ
の
遡

上
も
増
え
、
清
流
が
よ
み
が

え
っ
て
い
る
。
そ
っ
と
川
面
を

覗
く
と
様
々
な
小
魚
の
泳
ぐ
姿

が
み
ら
れ
る
。

■
子
ど
も
の
遊
び

右
は
７
／
30
に
市
の
主
催
「
こ

ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
多
摩
川
源
流

体
験
ツ
ア
ー
」
で
小
菅
村
に

行
っ
た
と
き
の
よ
う
す
。

　

今
年
は
滝
に
打
た
れ
た
り
、

川
に
飛
び
込
ん
だ
り
す
る
川
で

の
遊
び
や
、
魚
や
植
物
の
観
察

だ
け
で
な
く
、
清
流
の
生
き
も

の
調
べ
や
水
質
調
査
を
実
施
。

カワラサイコ

■
河
原
の
植
物

　

セ
イ
バ
ン
モ
ロ
コ
シ
は
近
年
増

え
て
い
る
帰
化
植
物
。
お
月
見
用

に
ス
ス
キ
を
探
し
て
も
目
に
つ
く

の
は
セ
イ
バ
ン
モ
ロ
コ
シ
と
ヨ
シ

ば
か
り
。

セイバンモロコシ

　

市
の
主
催
す
る
環
境
モ
ニ

タ
ー
に
入
会
す
る
と
、
植
物
の

専
門
家
と
共
に
、
名
前
の
記
録

や
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き

る
。

身
近
な
川
の
ル
ー
ツ
で
一
味

違
っ
た
自
然
を
体
験
し
た
。

　

ラ
イ
ギ
ョ
（
カ
ム
ル
チ
ー
）

　

多
摩
川
は
、
近
年
、
多
く
の
外
来
魚

が
侵
入
・
定
着
し
て
い
ま
す
。
以
前
、

ピ
ラ
ニ
ア
が
確
認
さ
れ
た
際
に
は
、
本

種
の
原
産
地
で
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
河
に
な

ぞ
ら
え
て
「
タ
マ
ゾ
ン
河
」
な
ど
と
呼

ば
れ
た
ほ
ど
で
す
。

　

こ
の
多
摩
川
で
見
つ
か
る
外
来
魚
の

一
種
に
、
先
日
の
水
辺
の
楽
校
で
確
認

さ
れ
た
カ
ム
ル
チ
ー
が
い
ま
す
。
本
種

は
中
国
産
の
「
雷
魚
」
の
一
種
で
、
空

気
呼
吸
が
で
き
る
た
め
、
溶
存
酸
素
量

が
少
な
い
劣
悪
な
水
環
境
で
も
生
存
で

き
ま
す
。
加
え
て
、
肉
食
性
で
、
昆
虫

類
や
甲
殻
類
、
小
魚
、
カ
エ
ル
類
等
を

餌
に
す
る
た
め
、
在
来
種
に
対
し
て
大

き
な
影
響
を
与
え
る
危
険
性
が
あ
り
、

外
来
生
物
法
に
よ
っ
て
「
要
注
意
外
来

生
物
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
確
認
さ
れ
た
個
体
は
、
小
さ
な

幼
魚
で
し
た
が
、
成
長
す
る
と
90
セ
ン

チ
ま
で
達
す
る
魚
類
な
の
で
、
そ
の
捕

食
量
も
大
変
な
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
度
入
っ
て
し
ま
っ
た
外
来
魚
を
駆
逐

す
る
こ
と
は
と
て
も
困
難
で
あ
る
た

め
、
せ
め
て
、
新
た
な
種
類
の
外
来
魚

の
侵
入
は
防
止
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

石
川
和
宏

写真提供：宮地隆博
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何
年
か
前
、
長
月
も
終
わ
り
に
近
い

一
日
、
夏
の
暑
さ
も
一
段
落
し
、
箱
根

の
山
で
も
歩
こ
う
と
電
車
に
乗
っ
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
日
曜
日
と
あ
っ

て
、
電
車
の
中
は
行
楽
客
で
い
っ
ぱ
い
。

こ
ん
な
に
大
勢
の
人
が
箱
根
に
出
か
け

た
ら
、
山
も
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
が
出

来
な
い
と
目
的
地
を
替
え
よ
う
か
と
考

え
て
い
る
う
ち
に
電
車
は
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
を
離
れ
た
。

　

収
穫
期
を
前
に
し
た
田
園
風
景
や
、

時
折
見
え
る
富
士
の
姿
を
車
窓
か
ら
眺

め
て
い
る
う
ち
に
、
列
車
は
箱
根
湯
本

駅
に
到
着
し
、
登
山
電
車
に
乗
り
換
え

よ
う
と
し
た
が
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は

先
客
で
溢
れ
、
す
ぐ
に
は
乗
車
で
き
ず

時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
行
っ
た
。

　

山
歩
き
を
す
る
に
は
秋
の
日
は
短

く
、
特
に
目
的
の
山
を
決
め
て
も
い
な

か
っ
た
の
で
、
小
涌
谷
で
下
車
し
て
湯

坂
道
を
歩
く
こ
と
に
し
た
。
浅
間
山
へ

の
道
は
別
荘
地
を
抜
け
る
と
鬱
蒼
と
し

た
杉
木
立
の
中
に
入
り
、
や
が
て
千
条

の
滝
に
出
た
。

　

滝
と
言
っ
て
も
水
し
ぶ
き
を
上
げ
る

落
差
の
あ
る
滝
で
は
な
く
、
伏
流
水
が

岩
壁
の
割
れ
目
か
ら
幾
筋
も
糸
を
引

く
よ
う
に
あ
ふ
れ
出
て
く
る
滝
で
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
何
本
も
の
水
が
静
か

に
滴
り
落
ち
、
小
さ
な
流
れ
を
作
っ

て
い
る
。

一
息
入
れ
て
額
の
汗
を
拭
き
な
が
ら

滝
の
あ
た
り
を
見
渡
す
と
、
す
で
に

花
は
終
わ
り
紅
く
な
っ
た
実
を
付
け

た
ミ
ズ
ヒ
キ
が
、
流
れ
に
沿
っ
て
一

面
に
群
生
し
、
秋
の
訪
れ
を
告
げ
て

い
た
。

　

ミ
ズ
ヒ
キ
は
祝
い
事
の
進
物
を
包

ん
だ
紙
の
上
に
か
け
る
紅
白
の
紙
紐

の
「
水
引
」
か
ら
名
付
け
た
も
の
で

あ
る
が
、ま
こ
と
に
的
確
な
名
を
貰
っ

た
も
の
で
、
細
い
花
穂
に
並
ん
だ
小

さ
な
赤
い
種
子
は
、
裏
側
が
白
く
、

ま
さ
に
紅
白
の
水
引
だ
。
ア
メ
リ
カ

に
も
近
縁
の
白
い
実
を
付
け
る
種
類

が
あ
り
、
水
引
な
ど
使
う
習
慣
が
な

い
国
で
ど
ん
な
名
で
呼
ん
で
い
る
か

興
味
が
あ
り
調
べ
て
み
た
。
茎
の
節

が
赤
い
こ
と
か
ら
「knot w

eed

」（
結

び
目
）
と
呼
び
、
目
の
付
け
所
は
違

う
が
身
近
に
感
じ
た
。

Polygonum filiforme Thunb. 

　

夏
の
「
水
辺
の
楽
校
」
は
京
王
線
鉄
橋
上

流
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
通
り
ま
ず
は
安
全
講
習
。
そ
し
て

『
が
さ
が
さ
』。
水
量
が
少
な
く
、
多
く
は
捕

獲
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
が
、
川
の
ギ
ャ
ン

グ
と
い
わ
れ
た
「
ラ
イ
ギ
ョ
」
を
水
辺
の
楽

校
と
し
て
は
初
捕
獲
！

ま
だ
い
た
ん
で
す
ね
。

他
に
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
、

モ
ツ
ゴ
、
コ
イ
、
フ
ナ
、

シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
、
ヤ
ゴ

（
ギ
ン
ヤ
ン
マ
）、
ス
ジ

エ
ビ
、
ヌ
マ
エ
ビ
、
稚

魚
な
ど
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

　

お
次
は
、『
川
流
れ
』。

子
供
も
大
人
も
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、
き
れ
い
に
な
っ
た

多
摩
川
を
体
全
体
で
感
じ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
が
川
の
中
で
し
ば
ら
く
立
っ
て
い
る
と
、

脚
に
魚
が
当
た
る
感
触
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

最
後
は
、『
Ｅ
ボ
ー
ト
体
験
』。
大
人
３
名

を
含
む
子
ど
も
が
乗
船
！
練
習
の
後
、
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
に
は
程
遠
い
、
緩
や
か
な
瀬
と
流

れ
を
漕
ぐ
と
い
っ
た
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
Ｅ
ボ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
川
流

れ
。
大
人
６
人
が
乗
る
ボ
ー
ト
と
子
ど
も
達

の
ボ
ー
ト
の
競
争
で
は
、
子
ど
も
が
圧
勝
！   

と
い
っ
た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。　

※

大
人
は
暑
く
て
疲
れ
て
あ
き
ら
め

た
ぁ(

笑)

　

上
陸
後
は
、「
ガ
リ
ガ
リ
君
」
で

体
を
冷
ま
し
、
後
片
付
け
を
し
て

解
散
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
親
子
は
13
組
（
富
士
見

台
小
・
布
田
小
・
多
摩
川
小
・
飛

田
給
小
・
染
地
小
）
と
少
な
め
で

し
た
が
、
児
童
は
も
と
よ
り
、
保

護
者
の
方
を
含
め
大
人
達
も
童
心

に
帰
っ
て
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
夏
は
ゲ
リ
ラ
雷
雨
や
酷
暑
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
も
外
遊
び
日
和
で
し
た
。

そ
し
て
熱
中
症
や
事
故
、
怪
我
も
な
く
無
事

に
イ
ベ
ン
ト
が
終
了
で
き
て
何
よ
り
で
し

た
。

　

 　

 

水
辺
の
楽
校
サ
ポ
ー
タ
ー　

池
ノ
内 

伸
行

�Ჩ��ᲢםᲣ

昔の多摩川…
◆
榎
本
勉
さ
ん
の
お
話

  

昭
和
13
年 

上
ケ
給
（
国
領
町
あ
た
り
）
生
ま
れ

　

自
分
が
若
い
頃
の
河
原
に
は
ピ
ン
ク
色
の

カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
や
ツ
キ
ミ
ソ
ウ
が
た
く
さ

ん
咲
い
て
い
た
し
、
ツ
バ
ナ
（
チ
ガ
ヤ
）
も

摘
ん
で
ガ
ム
の
よ
う
に
噛
ん
だ
り
し
た
。
竹

や
金
網
の
蛇
籠
の
下
に
も
ぐ
っ
て
魚
を
突
い

た
り
水
浴
び
を
し
た
り
し
た
ね
。

　

昭
和
32
年
に
小
河
内
ダ
ム
が
で
き
る
ま
で

は
台
風
で
増
水
す
る
た
び
に
丸
太
が
た
く
さ

ん
流
れ
て
き
た
の
で
、
近
隣
の
人
た
ち
は
命

が
け
で
丸
太
を
拾
い
集
め
、
暮
ら
し
の
足
し
に

し
た
ら
し
い
。
そ
ん
な
と
き
は
朝
か
ら
晩
ま
で

堤
防
の
あ
た
り
が
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。

　

増
水
の
時
は
必
ず
ナ
ゼ
網
か
投
げ
網
（
ア
ミ

ブ
チ
）
を
や
っ
た
。
投
げ
網
で
は
フ
ナ
・
コ
イ
・

ア
ユ
・
ヤ
マ
ベ
・
ハ
ヤ
・
セ
イ
ボ
が
捕
れ
た
。

26
年
頃
ま
で
は
ガ
ジ
カ
が
捕
れ
た
し
、
他
に
タ

ラ
イ
筒
・
ウ
ナ
ギ
筒
・
ド
ジ
ョ
ウ（
オ
イ
ノ
メ
）筒
・

瓶
筒
・
筌
（
モ
ジ
）・
流
し
針
な
ど
色
々
な
や
り

方
で
魚
を
捕
っ
た
ん
だ
。

　

※

次
号
で
魚
と
り
の
し
か
け
を
紹
介
し
ま
す

昭和 30 年前後の思い出
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市
民
活
動
の
記
録
こ
ー
な
ー

若
葉
の
森
３・１
会

入
間
・
樹
林
の
会

カ
ニ
山
の
会

■ 
７
月
21
日
（
日
）
曇
り
　 
　

 
準
備
体
操
、
樹
林
地
内
巡
回
後
、
方
形
枠
調
査

を
メ
ン
バ
ー
５
人
で
実
施
、
同
定
を
根
本
さ
ん
と

行
っ
た
。
雑
木
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
実
習
と

し
て
、
三
角
地
の
草
刈
り
作
業
を
一
緒
に
行
っ
た
。

最
も
下
草
が
繁
茂
す
る
所
な
の
で
、
人
数
が
い
て

作
業
は
は
か
ど
り
、
作
業
を
一
緒
に
す
る
こ
と
で

一
体
感
も
生
じ
た
。
鎌
が
足
り
な
い
な
ど
も
う
少

し
入
念
な
打
ち
合
わ
せ
は
必
要
で
あ
っ
た
。
古
タ

イ
ヤ
・
家
庭
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
が
多
か
っ
た
。

 

■ 

７
月
14
日
（
日
）
参
加
者
９
名　

西
原
自
然
公
園
視
察
（
都
の
公
園
協
会
賞
最
優

秀
賞
）　

　

西
原
自
然
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
責
任
者
の
方

に
園
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
年
ご
と
に
場

所
を
決
め
伐
採
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
萌
芽
更
新

の
進
み
具
合
が
わ
か
り
、
手
入
れ
の
さ
れ
た
気
持

ち
良
い
林
に
な
っ
て
い
た
。

■ 

７
月
13
日
（
土
）　
薄
曇
り　

参
加
者
７
名

　

大
変
な
暑
さ
の
中
、
植
栽
地
と
そ
の
周
辺
の
草

刈
り
を
実
施
。
20
分
作
業
を
し
た
ら
10
分
の
水
飲

み
休
憩
と
い
う
リ
ズ
ム
で
作
業
を
行
っ
た
。
植
栽

木
が
水
不
足
で
枯
れ
て
い
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
た

が
、前
回
か
ら
の
枯
死
は
無
く
ホ
ッ
と
す
る
。シ
ュ

ロ
皮
の
マ
ル
チ
が
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

作
業
中
に
、
草
む
ら
の
中
で
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ

タ
、
さ
ら
に
ケ
ン
ポ
ナ
シ
の
幹
に
体
長
が
８
ｃ
ｍ

と
か
な
り
大
き
な
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
ガ
？
の
幼
虫
を

発
見
。

　

人
の
視
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
生
物
に
と
っ

て
良
い
環
境
に
な
る
よ
う
考
え
な
が
ら
植
物
を
保

全
し
て
い
き
た
い
。

■ 

８
月
10
日
（
土
）
晴
れ　

参
加
者
５
名　

　

前
回
と
同
様
、
植
栽
地
と
そ
の
周
辺
の
草
刈
と

水
や
り
。
瞬
く
間
に
伸
び
た
草
だ
が
昨
年
の
同
時

■ 

８
月
18
日
（
日
）
晴
れ
　
参
加
者
８
名

　

32
度
の
猛
暑
日
だ
っ
た
が
、
養
成
講
座
受
講
生

２
人
が
早
速
活
動
に
参
加
し
樹
林
内
巡
回
後
、
全

員
で
三
角
地
の
草
刈
り
作
業
を
行
っ
た
。

　

一
ヶ
月
間
で
さ
ら
に
ク
サ
ギ
・
コ
ウ
ゾ
が
繁
り
、

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
巣
が
あ
り
メ
ン
バ
ー
が
さ
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
先
の
草
刈
り
は
終
え
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
ヤ
ブ
化
し
て
い
た
フ
ェ
ン
ス
が
現
れ

た
。
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
と
ヤ
ブ
ラ
ン
が
彩
り
を

添
え
、
ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ
・
ハ
エ
ド
ク
ソ
ウ
・
ミ
ズ

ヒ
キ
・
イ
ノ
コ
ズ
チ
も
。
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
・
ミ
ン
ミ

ン
ゼ
ミ
・
ツ
ク
ツ
ク
ホ
ウ
シ
の
３
種
の
蝉
の
他
モ

ン
キ
チ
ョ
ウ
・
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
・
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
。

鳥
は
ヒ
ヨ
ド
リ
と
ヤ
マ
ガ
ラ
。
林
内
は
涼
し
い
が
、

直
射
日
光
の
元
で
の
作
業
や
ハ
チ
対
策
は
注
意
が

必
要
で
あ
る
。（
安
部
） 養成講座受講生との記念写真

ツユクサ

→
草
刈
り
後
の
入
間
樹
林

キツネノカミソリ

ハエドクソウ　　ヤブラン

ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ　
　
　
　

ス
ズ
メ
ガ
幼
虫

　

ま
た
子
ど
も
達
の

た
め
に
三
輪
車
レ
ー

ス
な
ど
毎
年
遊
び
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、

雑
木
林
の
使
い
方
も

参
考
に
な
り
、
実
り

多
い
見
学
会
と
な
っ

た
。

期
よ
り
草
丈
も
低
く
、
作

業
は
か
な
り
楽
に
な
っ
た
。

　

今
年
の
秋
は
ド
ン
グ
リ

を
植
え
る
イ
ベ
ン
ト
は
お

休
み
し
、
大
き
く
な
っ
た

ケ
ン
ポ
ナ
シ
の
移
植
を
し

よ
う
か
、
と
の
話
が
で
た
。

　
　
　
　
（
報
告
書
よ
り
）

■ 

７
月
７
日
（
日
）　
快
晴　

参
加
者
４
名

　

最
高
気
温
35
度
以
上
の
猛
暑
日
で
、
給
水
、
休

憩
に
気
を
付
け
ま
し
た
。
参
加
者
が
少
な
く
作
業

を
第
一
緑
地
に
限
定
し
ま
し
た
。

　

前
回
に
続
き
、
北
西
の
斜
面
の
土
留
め
横
木
の

補
修
、
昆
虫
採
集
だ
ろ
う
か
動
か
さ
れ
て
散
乱
し

た
ま
ま
の
北
東
の
保
護
柵
横
木
の
補
修
、
ゴ
ミ
拾

い
、
落
葉
か
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
６
回
「
み
ん
な

で
守
ろ
う
日
本
の
ラ
ン
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
、
キ
ン
ラ
ン
、
ギ
ン
ラ
ン
の
種
子
に
注
目
す
る

こ
と
を
知
り
、
早
速
確
認
し
ま
し
た
。
９
月
、
10

月
と
継
続
し
て
観
察
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
８
月
は
夏
休
み
と
し
、
次
回
は
９
月
１

日
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

Ｎ
＆
Ｋ)斜面の階段状土留め横木補修

種
子
を
も
っ
た
ギ
ン
ラ
ン

保護柵横木散乱

保
護
柵
横
木
修
復
後
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原
則
毎
月
第
３
日
曜
に
樹
林
の
保
全
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
入
間

地
域
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
９
／
15 （
日
）9:30

〜12:00

●
10
／
20 （
日
）9:30

〜12:00

 

カ
ニ
山
の
会

毎
月
第
２
土
曜
に
自
然
広
場
で
保
全
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
野
草
園
横
直
接
集
合

●
９
／
14
（
土
）10:00

〜12:00

●
10 
／
12 
（
土
）10:00

〜12:00

環
境
市
民
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

原
則
毎
月
第
２
日
曜
と
次
の
木
曜
に
若
葉
町

３
丁
目
第
３
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
９
／
８
（
日
）・ 

19
（
木
）9:30

〜12:00

●
10
／
13
（
日
）・ 

24
（
木
）9:30

〜12:00

先
の
４
つ
の
活
動
へ
の
参
加
、
そ
の
他

は
緑
と
公
園
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

042-481-7083

‒

ᴾ

入
間
・
樹
林
の
会

若
葉
緑
地
の
会

若
葉
の
森
３
・
１
会

原
則
毎
月
第
１
日
曜
に
若
葉
町
３
丁
目
第

１
・
２
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
９
／
１
（
日
） 9:30

〜12:00

●
10
／
６
（
日
） 9:30

〜12:00

䕺䛣䛾⮬↛䛰䜘䜚䛿䚷䛱䜗䛖䜅⎔ቃᕷẸ㆟䝩䞊䝮䝨䞊䝆䛻䜒ᥖ㍕䛧䛶䛔䜎䛩䕺

�今年度 後期 雑木林ボランティア講座日程ࠉ
★10/26（土）生き物から見る雑木林の生態系／観察　
★11/16（土）冬の雑木林と農業との関わり／火熾し体験等
申込・問合せ　環境政策課：042-481-7086ࠉ

 

調
布
水
辺
の
楽
校

●
11
月　

多
摩
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

＆　

芋
煮
イ
ベ
ン
ト

※

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
参
加
歓
迎

問
合
せ　

環
境
政
策
課
：042-481-7086

ٰƷ
��ᖓƨƪ

どんなところにどんな虫がいるのだろう。今年の
夏も雑木林の中には可愛い仲間がいっぱい！

ナガコガネグモ

ハラビロカマキリ ツマグロオオヨコバイ
ツマグロヒョウモン

ヤブキリ

トラフカミキリ

カブトムシカノコガ

ショウリョウバッタ と
ショウリョウバッタモドキ

　
夏
は
昆
虫
が
目
立
つ
季

節
。
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ

や
カ
ブ
ト
ム
シ
を
発
見
し

た
り
、
夕
暮
れ
に
は
セ
ミ

の
幼
虫
が
這
い
出
し
て
く

る
の
を
見
る
こ
と
も
で
き

る
。

　
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ

モ
ド
キ
は
普
通
の
シ
ョ
ウ

リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
と
よ
く
似

て
い
る
が
調
布
で
も
見
ら

れ
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い

る
ち
ょ
っ
と
め
ず
ら
し
い

バ
ッ
タ
。

　
い
か
に
も
暑
苦
し
い
柄

シャクトリムシ

の
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

は
南
の
方
か
ら
温
暖
化
に

と
も
な
っ
て
北
上
し
て
き

た
チ
ョ
ウ
。

　
ト
ラ
フ
カ
ミ
キ
リ
は
ア

シ
ナ
ガ
バ
チ
と
ソ
ッ
ク
リ

な
色
だ
し
、
シ
ャ
ク
ト
リ

ム
シ
は
小
枝
と
間
違
え
そ

う
。

　
そ
し
て
モ
ダ
ン
で
お

し
ゃ
れ
な
色
の
カ
ノ
コ
ガ

や
バ
ナ
ナ
ム
シ
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
る
き
れ
い
な

色
の
ツ
マ
グ
ロ
オ
オ
ヨ
コ

バ
イ
。

　
た
ま
に
は
雑
木
林
に
出

か
け
て
可
愛
い
仲
間
た
ち

を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
！野川の生き物調査

9/14（土）10 時～ 　子どもエコクラブ
　　　　ガサガサ（川の生き物探し）＆水質調査体験
　　　　場所：野川、第七中学校そば　問：環境政策課
10/５（土）９時半～　身近な川を見守る会
　　　　「野川のごきげん伺い」場所：細田橋下、問：042-487-3087

　
今
年
は
、
水
不
足
で
田
植
え
が
で
き
な
い
田

ん
ぼ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
の
学
校
で
も
例
年
田
植
え
の
後
発
生

す
る
ホ
ウ
ネ
ン
エ
ビ
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

こ
と
や
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
数
に
比
べ
ア
マ

ガ
エ
ル
に
な
っ
た
個
体
が
ち
ょ
っ
と
少
な
い
気

が
し
ま
す
。

　
昔
の
田
ん
ぼ
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
で
魚

類
、
両
生
類
、
水
生
昆
虫
な
ど
に
と
っ
て
、
餌

に
不
自
由
し
な
い
場
所
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で

す
。
農
薬
、
化
学
肥
料
な
ど
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
そ
れ
ら
が
用
水
路
に
流
出
す
る
こ

と
が
問
題
と
な
り
、
田
ん
ぼ
の
水
を
水
路
に
戻

す
こ
と
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
佐
須
の
田

ん
ぼ
も
用
水
路
の
整
備
を
行
っ
た
時
点
で
田
ん

ぼ
に
引
き
込
ん
だ
水
は
地
中
に
浸
透
さ
せ
る

か
、
下
水
に
流
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
田
ん
ぼ
の
学
校
で
は
基
本
的
に
水
路
の
水
を

汚
す
こ
と
が
な
い
た
め
、
今
年
も
用
水
路
と
田

ん
ぼ
の
一
体
化
に
よ
る
水
管
理
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
水
路
の
堰
と
セ
リ
の
畑
と
田
ん

ぼ
の
水
面
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
て
、
水
中
の
生

物
が
行
き
来
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　        （「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
お
便
り
よ
り
）
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